
「黒い雨」体験者を幅広く救済するため，「黒い雨」訴訟の控訴審判決を尊重し，被爆者
健康手帳交付に係る要件から疾病要件を外すよう国に求める。

国への提案事項

【提案先省庁： 厚生労働省】

６ 原子爆弾被爆者に対する援護措置の充実強化等
（３） 「黒い雨」体験者に係る審査基準の見直し
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● 「黒い雨」に遭ったにもかかわらず， 「11種類の障害

を伴う疾病」に罹患しておらず，また白内障の手術歴も

ない人には，被爆者健康手帳交付ができない。

● 特に，疾病要件の審査に当たっては，健康管理手

当の支給に係る審査と同じ基準で審査することとされ

ており，継続して一定の治療を受けていることなどが必

要であることから，指定の疾病に罹患しているとして手

帳交付申請をしても，認定されないケースが生じてい

る。

○ 昨年末，国から示された「黒い雨」体験者への被爆

者健康手帳交付に係る審査指針の骨子案では，「黒い

雨に遭った者」の考え方として，「遭ったことが否定でき

ない場合を含む」とされ，また，疾病要件は残ったもの

の，「白内障の手術歴がある者は白内障にかかっている

ものとみなす」とされた。

○ 本県では，事実上，多くの「黒い雨」体験者の救済に

つながること，また，「黒い雨」体験者の高齢化が進む

中，早期に制度運用を開始する必要があることから，国

の骨子案を受け入れた。

○ 現在，新しい事務処理基準により手帳の認定事務を

進めているところであるが，「黒い雨」体験者を幅広く救

済するため，「黒い雨」訴訟の控訴審判決を尊重し，事

務処理基準から疾病要件を外す必要がある。

現 状

６ 原子爆弾被爆者に対する援護措置の充実強化等
６ 原子爆弾被爆者に対する援護措置の充実強化等
（３） 「黒い雨」体験者に係る審査基準の見直し

課 題
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